


















































































































































U ＝U（c1, c2, 1－l1, 1－l2） 
＝lnc1＋bln（1－l1）＋b［lnc2＋bln（1－l2）］ （6．7）






















　 ＋l（w1 l1＋ w2 l21＋r－c1－ c21＋r）
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注
＊　 本翻訳は，原著「Essentials of Advanced Macroeconomic Theory」の著者である Ola 
Olssonならびに権利者である TAYLOR&FRANCIS（UK）の許諾を得て行っている。
1）　代表的な個人の効用関数が，経済学的な観点からみた行動の理想的なタイプを表す
のと丁度同じように，『代表的』な企業とは，企業行動の理想的なタイプを特徴付
けるものであるととらえるべきである。いうまでもなく，現実においては，決し
て，すべての企業が完全に利潤最大化しているわけではない。
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2）　もし，2次の偏導関数が 
12P
1Lt2
＜0 を満たすならば，最大化のための 2階の条件は満
　　たされている。そして，その条件は，この場合，確かに真である。
3）　労働需要の総量は ΣiLti,D＝（（1a）At
1－a
wt ）
1
a
ΣiKti＝（（1a）At
1－a
wt ）
1
a
Ktとなると考え
　　られる。ここで，ktは経済にある資本ストックの総量を指す。
4）　陰関数の法則を用いていれば，（6.11）式に基づく通常の比較静学分析が実行でき
たかもしれない。しかしながら，ここでは，敢えて，通常とは異なるアプローチに
固執することにしよう。
